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ばれいしょの生理生態学的研究

第 3報 茎葉部における同化成分の日変化につい℃

旧日啓作・吉田 稔

中世古公男・由田宏一

I.緒 日

作物はその生育に最適な環境条件下で3 その特

性を充分発揮したとき最大の収量がえられる。し

たがっていずれの作物においてもその地域に適正

な生育の経過をたどる恰適した生態型が要求され

る。ばれし、しょについては冷涼な気象条件と膨軟

肥沃な土壌環境が望ましく，かっその地域の生育

可能期間にふさわしい生育の経過をたどる品種の

選択と適正な栽培管理を施すことによって高収量

が期待される。これがためには品種の生理生態的

特性の解明がなされなければならない。

しかして主要特性を異にするばれし、しょを比較

するとき生理生態的にほぼつぎのようなことがし、

える。すなわち地上部の生育は同化産物の貯蔵器

官である塊茎の肥大性と密接に関連し，塊茎肥大

開始期における地上部生育量の品種間差異は小で、

あり，その後塊茎肥大性の大なる品種，いし、かえ

れば同化産物の蓄積率の大なる品種においては地

上部の増大程度が小で早生型となり，これに反し，

肥大性の小なる品種は同化産物が地上部の新生に

消費される割合が大で晩生型となる(第 l報参照)。

このようにしてその地域におけるでんぷん蓄積量

の最も大となる生態は，塊茎肥大期聞を通じてそ

の地域にふさわしい開化産物蓄積率を示す型，い

いかえれば望ましい肥大性を有する型ということ

ができょう。しかしながら塊茎の肥大性とでんぷ

ん収量とはかならず、しも平行的ではなく，一般に

肥大性の大なる品種においてはでんぷん含有率が

低く，高で、んぶん品種においては肥大性が小であ

るという関係があり，また塊茎の肥大開始期は品

種によってかなりの差があり，これらのことが地

上部の生長率に，かなり影響するもののようで

ある。

以とのような地 t部の生長と塊茎の肥大性ある

いは同化産物の蓄積率との相互関係は，ばれし、し

ょのように栄養生長と同化産物蓄積とが平行して

行なわれる作物に特徴的で，この点を解明するこ

とは合理的栽培法確立のためにきわめて重要な問

題である。本研究はこのような観点からばれし、し

ょ品種の乾物生産能力および同化産物の転流，蓄

積能力の差異を生長解析的にあるいは生理的に把

爆するため地上部における同化成分の日変化につ

いて解析的に調査した。ここにその結果の概要を

報告する次第である。

本研究を実施するにあたり昭和 39年度より同

41年度にわたり農林省農林水産業特別試験研究

費の補助をうけたことを附記し，感謝の意、を表

する。

II. 研究材料と方法

1. 試験場所

北海道大学農学部付属農場試験l閉場，前作物は

大立。

2. 材料

品種・系統名 早晩性
てんぷん塊菜の
含有率大小

淡林 1号 仁1"f免生 中 大

北海 40号 円「 生 1民 大

北海 43 号 極 I此当三 低 大

北海 46号 中晩生 高

WB59177-4 極晩性 両

3. 植付期

昭和41年4月28日



4. 栽植密度

畦幅 75cm， 株間 39cm.

5. 肥料用量

10aあたり堆肥 1，200kg，硫酸アγモニア (N:

21%) 40.0 kg，過燐酸石灰 (PzOs:20%) 40.0 kg， 

硫酸カリ (K20:50%) 20 kg. 全基肥。

6. 1区面積，区制

1区35.1m2 (4.5X7.8 m)とし， 5品種を並列栽

植し，各2反覆とした。

7. 調査方法

7月19日， 8月23日， 9月13日の 4時， 8時，

12時， 16時， 20時に各品種について 2個体2反覆

計4個体づっ掘取り，これを葉身部，茎部(葉柄，

小葉柄，包枝を含む)，塊茎，根の4部位に分け，そ

れぞれについて乾物率，およびSchaffer-Somogyi

法により全炭水化物，粗でんぷん，全糖含有率を

測定した。

III.結果

本研究を実施するにあたり 7月から 9月の聞に

ほぼ2週間ごとに6回調査する計画をたてたが，

本報告に示した3回の成績のほかは降雨のため中

止した。しかしながら後述するように曇天ないし

降雨条件下においても調査の必要であることはい

うまでもない。

1. 気象概要

各調査日の気象概況は，つぎに示すとおりであ

った(表 1)。

2. 茎葉部における乾物率の日変化

地上部の乾物率は70
0C48時間通風乾燥によっ

てえられた試料にもとづき算出した。 Fig.1に示

すように葉身部における乾物率は一般に 12時な

いし 16時に高く 4時に最も低い日変化を示し

た。しかし生育の時期および品種によってかなり
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の相違が認められた。すなわち 7月の場合，上

限値と下限値の差の比較的大なる品種(北海40

号，北海43号，農林1号)と比較的小なる品種

(北海46号， WB59177-4)とが認められ，後者は

相対的に高でんぷんの系統であった。また北海40

号は乾物率が比較的低く経過し，農林1号ならび
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Fig. 1. Diurnal changes of dry matter (%). 

表1. 調査日の気象

調査月日 l 最高気温 [ 最低気温 | 平均気温 | 日照時間 備 考
(OC) (oC) (oC)時間) (cal.) (mm) 

7月 19日 26.4 18.3 21.6 10.42 595 O 晴 天

8月 23日 29.7 23.8 26.4 10.12 515 。 情 天

9月 13日 23.0 10.6 16.4 4.18 324 16.5 午後降雨
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に北海43号は比較的高く経過した。8月にはJ)t!，茎

肥大性の最も大なる北海 40号において最も大な

る日変化が認められ，農林1号，北海46号，北海

43号は比較的変動が小に経過したが，これら 3品

種(系統)のうちでは農林 l号が常に低く経過し

た。一方高でんぷん極|血生系統の WB59177-4に

おし、てはほとんど変動がなく経過した。 9月には

平生種の北海 40 号は枯淵j札中I~t生種の北海 46

号はほとんど黄変JtjJに注していたため試料の採取

を中止した。農林1号，北海43号ならびに WB

59177-4は4[1寺に下限， 1211寺に上限の大きな変動

を示し，かつ3I"~\ ~1 はほぼ王子行的に経過したが，

ヒ限と下限の水準においてjill種間差異が大で、あっ

た。すなわち農林 l号は最も低く，北海43号はこ

れとほとんど平行iめであるが，農林1号に比し，

ほぼ2%高いilfz:物率で、推移し， WB 59177-4にお

いては北海43号に比し， J二限がやや高く変動は

比較的大であった。 7月， 8月の場合に比して 16

時の乾物率がいちじるしく低いのは午後から降雨

があったためと考えられる。

つぎに早生低でんぷん大粒系統の北海40号に

おいては生育がすすむにしたがし、乾物率の下限を

示した4時における他は変わらないが， 12時およ

び20時において高く，変動は大となった。また農

林1号および北海46号においても 4[1寺に示しナこ

下限の値はいずれの!時期にもほぼ類似した。これ

に反し，極 I~t 生系統の北海 43 号ならびに WB

59177-4においては，生育がすすむにしたがい，下

限の値のみならず全般的に乾物率が高くなった。

つぎに茎部における乾物率の [1変化をみると，

7月の場合は葉身部に比し変動は小であるが，や

はり 4時に下限をもっ日変化が認められた。しか

し上限を示す時聞は，北海 46号において 8時，北

瓶40号，北海43号ならびにWB59177-4の3穏

は12時，農林1号においては 16[1寺と，品種によ

り異なった。また業身音Ilにおいて比較的高い乾物

率を示した農林1号および、北海43号は他の系統

に比し，茎部の乾物率がやや高く経過した。これ

に反し葉身部において最も低く経過した北海 40

号は茎部の乾物率はやや高く経過した。極|虎生系

統のWB59177-4においては葉身部におけ』ると同

様に茎音r~ においても低い乾物率で経過した。 8 月

の場合は 7月の場合に比し，いずれの品種におい

ても茎部乾物率が高く，とくに農林 1号において

かなり高く経過した。しかしながら 4時に下限を

示すことはなく， かえって上限を示す品種(農林

1号，北海43号，北海46号)が認められた。 ま

たZiZ変期にあった北海40号においては 20時を

除き，他の品種・系統に比しやや低い乾物率で経

過した。 9月においては 4時における乾物率が8

月に比しさらに高くなり，葉身部における日変化

とほぼ逆の経過を示した。

3. 全炭水化物含有率

a) 乾物中含有率
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b) 生体中含有率

茎葉部の全炭水化物の生体中含有率について，

Fig.3に示した。

これによると葉身部において乾物率と乾物中含

有率それぞれの日変化の相乗的結果として一層明

らかな日変化が示された。前項の乾物中含有率の

場合と異なる点をあげれば， 1) ~、ずれの時期にお

いても 4時が下限の明らかな日変化を示すこと，

2)下限の値が， 8月における北海43号の場合を除

き，品種間差異が小であること， 3) 7月の場合20

時から 8時までの聞の品種間差異が小で， 12時お

よび16時において塊茎肥大性の大なる品種(系統)

において高く，上限が高い値を示し，小粒系統に

おいて低かったこと， 4)9月13日の午後の降雨に

業身部における乾物中全炭水化物含有率はFig.

2 iこ示すようにいずれの品種(系統)においても

4時に下限， 16時に上限を示す明らかな日変化が

認められた。 7月の場合，上限と下限の差は，約

5%を示したWB59177-4を除く 4品種(系統)に

おいていずれもほぼ8%の差を示した。しかして

これら 4品種(系統)はそれぞれ上限と下限の水

準に明らかな差があり，早生種の北海40号が最も

高く，極晩生種の北海43号は最も低く，他はその

中聞を示した。また4時から 8時にいたる聞に全

炭水化物含有率の上昇程度の大なる系統(北海43

号，北海46号， WB59177-4)と小なるもの(農

林1号，北海40号)とが認められた。 8月におい

ては7月の場合に比し，下限がやや高い水準を示

し，その品種間差異は小であるが 7月の場合と

同様に明らかな日変化が認められた。そのうち農

林l号においては上限と下限の差が最も大(9.3%)

で，ついで北海43号およびWB59177-4 (6.3%)， 

黄変期にあった北海40号は最も小 (4.5%)であっ

た。また7月の場合に比し， 8時および12時にお

ける値が相対的に低かった。20時における値も北

海43号，北海46号ならびにWB59177-4におい

て低く，これに反し，農林 l号および北海40号に

おいては 7月におけると同様に高い炭水化物含有

率を示した。 9月における日変化は7月および8

月におけるほど明らかではなく，また20時におけ

る値はいちじるしく低かった。前項の乾物率につ

いて述べたと同様に降雨による影響が16時にお

いて認められ，上限の値については検討できな

い。黄変期に近い農林1号においてやや高く経過

し，極晩生系統の WB59177-4において低く経過

しTこ。

茎部における乾物中全炭水化物含有率は変動が

小で，多少認められる変動も品種によって一様な

傾向を示さなかった。しかしながら農林l号の 7

月における全炭水化物含有率は8月に比し，いち

じるしく高い水準で経過し 9月には再び低くな

った。北海43号においてもややこれに近い傾向

が認められた。北海40号においては， 7月tこ比

し 8月の場合にやや低く経過し，とくに8月の

場合の 12時と 16時における値は低かった。
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よる影響はその 16時に全炭水化物含有率のいち

じるしい低下となって示されたことなどがあげら

れる。

茎部においても前項の乾物中含有率において述

べたと同様のことがし、えるが 7月の場合には葉

身部における日変化に類似していた。すなわち 4

時に最も低く 12時または 16時に最も高L、値を

示す傾向が認められた。しかし8月および9月に

おいては全くこのような傾向が認められなかっ

た。ただし、ずれの品種も 8月には7月および9月

の場合に比し，やや高い値を示した。この傾向は

農林 l号においてとくにいちじるしかった。また

供試材料のうち，塊茎肥大性の大なる北海40号お

よび農林 1号は肥大の最もさかんな8月に， 20時

に最も高く，昼間 81]寺および16時に低い値を示

した。

4. 粗でんぷん含有率
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Fig. 4. Diurnal changes of crud巴 starch(%) 

on fresh weight basis 

粗でんぷん含有率ならびに次項の全糖含有率に

ついては本側究の性質と前項におけると同様に生

体中含有率について検討する。

本研究においては乾燥粉末試料を 0.7NHClに

よって加水分解してえられたものを粗でんぷんと

Lているため，これには細胞膜構成成分等を含む。

しかしそのほとんどはでんぷんである。葉身部に

おける粗でんぷん含有率は Fig.4にみるように前

項の全炭水化物含有率の場合と類似する日変化を

示した。しかし一般に12時および16時における

含有率はそれほど高くなかった。これは次項に述

べる全糖含有率がこの時刻に比較的高いためであ

る。また一般に7月の場合に比し， 8月の場合に，

含有率の下限を示す4時の値がやや高いが20時

においてはやや低く，日変化が小となった。これ

に反し， 16時における値は 8月の場合にやや高か

ったこれを品種別にみると 7月において北海 40

号が最も日変化が大であったが他の品種において

はその差が明らかでなかった。また 8月において

は品種間差異はいちじるしくなかった。 9月にお

いては， 8月の場合に比l， 20時の値がさらに低

くなり， 12時の値は高くなった。 9月13EIの午

後の降雨による影響はその日時の値にみるよう

に，全炭水化物におけると同様粗でんぷん含有率

もいちじるしく低下した。

茎部における粗でんぷん含有率には一般にほと

んど日変化が認められなかった。また農林 l号の

場合を除き，全炭水化物におけると同様に，生育

がすすむにしたがい，次第に粗でんぷん含有率が

I高くなることを示した。農林l号においては 7

月の場合に比し 8月にいちじるしく高くなった

が 9月には再び低い値を示した。

このような粗でんぷん合有率の日変化を量的に

検討するため，品種別に供試全個体の乾物霊の平

均値から個体当粗でんぷん含有量を算出して図示

したものが Fig.5である。これによると葉身部に

おける粗でんぷん含有量は一般に 16時または 20

H寺に大 4時に小で，その変動は 7月に最も大，

8月には小 9月にはほとんど日変化が認められ

なかった。またそれぞれの時期におけるlh汀垂問主

兵は小であったが 7月の場合，農林l号は他の
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Fig. 5. Diurnal changes on contents of 

crude starch per plant. 

系統に比しやや多く，北海43号およびWB59177

4 においては比較的少なく推移し， 8月には，早

生種の北海40号が他の品種(系統)に比し少なか

った。

茎部における組でんぷん含有量は明らかな日変

化は認められなかったが，品種間差異がし、ちじる

しかった。すなわちいずれの時期においても極晩

生系統で、塊茎肥大性のきわめて小なる WB59177

4 はその含有量が多く，早生で塊茎肥大性のいち

じるしく大なる北海40号は少なく，他のものはそ

の中聞を示した。また北海40号および北海43号

はいずれの時期においても茎部内粗でんぷん含有

量が同程度であるのに反し，他のものは7月に比
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Fig. 6. Increasing of starch content 

in tuber per plant. 

し 8月にいちじるしく多くなり 9月には再び

少なくなった。この傾向は農林1号において顕著

であった。

茎部内におけるこのような組でんぷん含有量の

品種間差異と塊茎におけるでんぷん蓄積量との相

対的関係を知ろうとして，それぞれの時期におけ

る供試全個体の塊茎重とその比重から算出したで

んぷん蓄積量の推移を図示すると Fig.6のとおり

である。これによると 7月の場合は，葉身部にお

ける粗でんぷん含有率の日変化が比較的大で，茎

部における組でんぷん含有量の小であった北海

40号において最も大なる塊茎内でんぷん含有量

を示し，ついで葉身部における全炭水化物含有率

の日変化が比較的大で，全糖含有率の日変化が最

も大であった農林1号が大であった。 これに反

し，塊茎肥大開始がきわめておそく極晩生種で葉

身部における全炭水化物含有率の日変化が小で，

茎部における全炭水化物含有率も比較的低く変動

のほとんどなかったWB59177-4において最も小

なる塊茎内でんぷん蓄積量を示した。 7月19日

から 8月23日の聞の塊茎内でんぷん蓄積量は中

晩生種の北海46号が最も大であり，ついで農林1

号と北海43号が同程度に大，北海40号はかなり

小となり， WB59177-4は7月にひきつづき最も
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づ、であった。 しかして 8月23日から 9月 13日の

間においては，極l脆生種の北海43号および WB

59177-4が農林 l号および北海 46号の中晩生種

に比しでんぷん蓄積量がまさった。

5 全糖含有率

生体中全糖含有率、の日変化を Fig.7に示した。

これによると全炭水化物あるいは粗でんぷん含有

率の場合といちじるしく異なる日変化が認められ

た。すなわち葉身部においては7月の場合， 20時

から 8時の間に低くかつほとんど同程度の値で経

過し，その後1211寺および16時に高い値を示した。

とくに農林 l号において昼間の値が高かった。こ

れに反し， WB59177-4は変動がきわめて小であ

った。 8月の場合は北海40号において 8時，農林
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Fig. 7. Diurnal changes of total sugar (%) 

on fresh weight basis 

1号において 4時に最も低く， 2011寺に最も高い明

らかな臼変化を示したが，他の系統においては 7

月の場合に類似する傾向を示した。 9月には 7，8

月の場合に比し，変動が小であったが，降雨下に

あった 16時の値を除けば，農林1号および WB

59177-4において8時，北海43号において4時に

低く， 12時および20時にやや高かった。

茎音1)においては7月の場合 4時に最も低く，

16 時に最も自\~、日変化が認められたが，この時期

に塊茎肥大の最も大であった北海40号において

は 12時に上限， 20時に下限を示した。また北海

40号ならびに農林l号は他の 3系統に比し比較

的高い含1倍率を示し，かつ臼変化も大であった。

8月においては 7月の場合と異なり，一般に 20砕

から 8時の聞の含有率が高く， 12時あるいは 16

時の飽が低かった。また北海40号，農林 l号なら

びに WB59177-4においては20時と 8時の全糖

含有率にほとんど差がなかったのに反し，北海43

号および北海 46号とくに塊茎形成の最もおそい

北海43号においては 20時から 4時の夜間に全糖

含有率が高くなった。 9月においては7月 8月

の場合に比し，一般に茎部の全糖含有率は低く，

葉身部におけると同様，明らかな日変化は認めら

れなかっ7こ。

6 塊茎部における乾物率ならびにでんぷん含

有率

調査の者[51瓦茎業部と同様，城茎部における乾

物率，全炭水化物，全糖含有率についても測定し

たが Fig.8の乾物率およびでんぷん含有率(比

重から換算したもの)にみられるようにほとん

ど日変化は認められなかった。ただし、ずれの時期

においても I1111種に特有のでんぷん含有率を示し，

生育がすすむにしたがし、次第に高くなったが，

WB59177-4においては7月にすでにかなり高い

値を示したこと，北海46号において 7月から 8月

の聞の上昇程度がし、ちじるしかったことが特筆さ

れる。

IV. ~i命 議

ばれいしょの葉身部並びに茎音Ilにおける乾物率

ならびに全炭水化物，粗でんぷんおよび全糖含有
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Fig. 8. Diurnal changes of dry matter and starch cont巴ntin tuber. 

率はおおむね4時に最も低く， 16時に最も高い日

変化を示し，かっその日変化は生育の早期におい

て大であり，生育がすすむにしたがって小となる。

また茎葉部における同化産物含有率の日変化の大

小と，その季節的差異が品種の熱性，および塊茎

の肥大性と密接に関連すると考えられる。つぎに

これらの点について考察する。

葉身部に含有する同化産物は 8時以後に増大す

るが，それがでんぷんとしてであるか糖分として

であるかは生育の時期により，また品種によって

異なる。すなわち新葉の割合が大なる 7月の場合

は，粗でんぷん並びに全糖含有率の日変化がきわ

めて大であり，昼間における粗でんぷんおよび全

糖含有率がし、ちじるしく高い。しかし 8月には下

限を示した4時の値が 7月の場合により高く，

日変化がやや小となる。特に糖分の変動が小とな

るが，粗でんぷん含有率の日変化は7月の場合に

類似しでかなり高い。 9月においては枯凋期に達

した早生種の北海40号ならびに黄変期に当る中

晩生種の北海46号は供試できなかったが，他の 3

品種(系統)についてみると全糖含有率は8月に

比してさらに低くなり日変化も小となった。しか

し粗でんぷん含有率においては7月および8月の

場合に類似する日変化を示した。このように葉身

部における同化産物含有率の日変化は，生育期聞

を通じてでんぷんにおいて，より明らかな日変化

を示し，生育がすすむにしたがってその変動は小

となる。また糖分は7月に明らかな日変化が認め

られるが，その後は明らかな日変化が認められな

くなる。これを要するに葉身部の炭水化物特にで

んぷん含有率の日変化は，一般に生育の早期に大

であり，生育の後期においては相対的に日変化が

小となる。また品種間差異としては熟性の早い品

種または塊茎の肥大性の大なる品種において日変

化が大である。

葉身部における光合成能力の季節的な差異につ

いて MEINL(1965)2)は熟期を異にする数品種を用

い，生育期間に3回にわたり同化量を測定した結

果，一般に8時から 10時までの聞に最大値を示す

日変化が認められたこと 1株単位の炭酸ガス吸

収量は開花期直前に最大であったこと，生育を通

じての同化量の最大期は熱性の早い品種において

は早期に，熟性のおそいものほどおそくに見出さ

れたとしている。また松島ら (1955)1)は水稲につ

いて減数分裂期にあたる 8月21日に炭酸同化作

用の全日測定を行ない， 8時に最大値に達し 16



50 

時までの間ほぼ同じ値を示したこと，また 1日

に必要な日射量は 350cal/cmヘ炭酸同化作用の

飽和光度を 0.6cal/cm2.minであるとし，戸苅ら

(1955)3)はやはり水稲においてこれと同様の結

果をえ，かつ曇天あるいは雨天の場合に炭酸同化

作用のいちじるしい低下を認めており，山田ら

(1955)4)は炭酸同化作用に対する照度と温度の影

響について詳細に報告している。本研究において

は葉身部の同化能力の品種間差異を推定し，さら

に同化産物の転流および蓄積にいたる様相を究明

しようとしたものであるが，さらに個体がどのよ

うな葉によって構成されているか，また受容体で

ある塊茎の肥大性と地上部の生育との関係はどの

ようにあるかを検討する必要がある。これには同

化産物の通導組織であり，一時的貯蔵器官でもあ

る茎部の役割について量的，質的に検討されなけ

ればならない。

茎部においては7月の場合は，葉身部における

と類似し， 4時に低く， 12時または 16時に高い

炭水化物含有率の日変化を示すが，その変動は葉

身部に比し小で 8月あるいは9月にはこのよう

な日変化は明らかでない。これは塊茎肥大のさか

んな期間においては同化産物が茎部内に止まるこ

となく塊茎へ転流することを示し，塊茎肥大がと

もなわない場合は，茎部に糖分あるいはでんふ。ん

として貯蔵されるためと解される。 7月において

塊茎のでんぷん蓄積量の大なる早生種の北海40

号，あるいは中晩生種の農林1号においては，炭

水化物特に全糖の含有率が高く 8月下旬におい

ては寅変期にあった北海40号において低く，この

時期に蓄積量の最も大であった農林1号において

いちじる Lく高かった。また9月においてはいず

れの品種も 8月の場合に比L{尽くなったが，農林

1号において顕著な低下を示した。このように茎

部が同化産物の一時的貯蔵器官であり，その季節

的変動の品種間差異は生育にともなう同化能力の

差異に基づくものであることを示唆すると考え

る。なお農林1号においては，塊茎におけるでん

ぷん蓄積程度がかなり大であるにもかかわらず，

8月における茎部内炭水化物蓄積量がきわめて大

(図 3，5参照)である。このことは転流量に比して

同化量がし、ちじるしく大であることによるものと

見られ，またこれらの茎部に蓄積された同化産物

が生育の後期 (9月)には，塊茎に転流する割合が

比較的大となるため，茎部における蓄積量が低下

を示すものと解される。このように転流効率の高

い特性を保有することは注目すべきことである。

茎部における炭水化物含有率の日変化の小なる

ことは肥大性と茎葉の生長とが平行的に行なわ

れ，塊茎への同化産物の転流が順調に行なわれる

ことを示し，これに反し，変動の大なることは同

化量が相対的に大であること，または塊茎の肥大

がともなわないためと考えられる。

葉身部，茎部ともに地上部組織内に余剰の同化

産物が集積する場合，そのほとんどがでんぷんの

形である。このことはばれいしょについて特徴的

な生理的特性であるといえる。水稲その他の作物

において受容体以外の組織内に見出されるでんぷ

ん粒についての研究報告があるが，ばれいしょの

茎部内にも，その季節的消長，あるいは品種間差

異はあるが，でんぷん粒が諸種の柔組織内に見出

され，それを分析結果と照合するとき，茎部内に

おし、て余剰の同化産物はでんぷん粒を形成しやす

く，条件がともなえばそれらは容易に糖となり，

他へ転流することが推測される。これらについて

は後の機会にとりまとめて報告する。

本研究に供試した系統のうち北海46号および

WB59177-4は30%前後のでんぷん含有率を示

す高でんぷん系統であるが，このような系統が，

地上部における炭水化物含有率の日変化には，こ

れまで、述べたことのほかにはなんら特徴的なもの

が認められなかった。 MEINL(1965)2)も指摘して

いるように単位葉面積当りの同化能力にはほとん

ど品種間差異はないもののようであり，ただ同化

産物がそれぞれの時期に，どの程度呼吸に消費さ

れるか，また乾物生産のうち新らしい茎葉の生長

にあるいは塊茎におけるでんぷん蓄積にどのよう

に配分されるかによって，生態的にあるいは転流

蓄積能率にどのように影響するかという点で品種

間差異が生ずるものと思考する。しかして乾物生

産の分配率は塊茎の肥大開始期の早晩と肥大の速

度並びにその程度によって強く規制されると言え
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ょう。 る日変化を示した。

なおこの種の調査には方法論的に問題が少なく

ない。今後さらに品種の生理・生態的特性に対応

し，解析的調査が必要であると考える。

4 茎部においては生育の早期に葉身部に類似

する日変化が認められたが，生育の後期には明ら

かな日変化を示さなかった。

V.摘要

1. 熟性ならびにでんぷん価を異にするばれい

しょ品種1，系統4を供試し，葉身部および茎部

における乾物率ならびに全炭水化物，粗でんぷん

および全糖含有率の 4時間間隔全日調査を 7月

19日， 8月23日および9月13日の 3期に行な

っTこ。
2. 一般に葉身部においては，乾物率ならびに

全炭水化物，粗でんぷんおよび全糖含有率は4時

に最も低く 16時に最も高い日変化を示した。

3. このような日変化は新葉の割合の大なる生

育の早期に大であり，生育がすすむにしたがって

次第に小となった。また早熟性品種は生育の早期

に，中晩生種においては生育の中期に比較的大な

5. 茎部に同化産物が一時的に貯蔵される量

は，塊茎の肥大がともなわない品種(系統)に多

い。また肥大性が大なるにもかかわらず茎部に多

量の同化産物が蓄積され，かつ生育後期にそれら

が塊茎へ転流する割合が高い品種(系統)は同化

能力ならびに転流能力がすぐれていると考えら

れる。
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Physio-Ecological Studies in Potatoes 

3. On the diurnal changes of the assimilative 

component in leaves and stems. 

Keisaku TAGUCHI， Minoru YOSHIDA， Kimio NAKASEKO 
and Kδichi YOSHIDA 

Summary 

1. Using 1 variety and 4 strains of potato plants diff巴rentin the earliness and the tuber-

starch cont巴nt，the diurnal changes of assimilation products (total carbohydrate and total 

sugar) in leaves and stems wer巴 analyzedin di妊erentgrowing stages. 

2. In general， the amount of assimilation products in leaves showed a daily cycle， with 

a maximum at 4 p. m. and a minimum at 4 a. m. The difference of the content between 

a muximum and a minimum in the daily cycle was remarkable in young stage， and dec1ined 
gradually with the maturity. In younger stage， the scale of daily cycle of early strain (Hok-

kai No.40) was larger than later strains， and this was rapidly diminished with maturity. 

3. In young stage the diurnal changing patterns of the assimilation products in stems 

were almost the same as in leaves， but no more in later stage. 

4. Relatively large quantity of assimilation products in stems was found in the case of 

not accompaning the tuber-bulking. Of those strains and variety t巴sted，Norin No.1 showed 

that the large accumulation of assimilation products in stems at the tuber-well-bulking stage 

was translocated smoothly in th巴 laterstag巴.


